
l. 氏名

2. 年齢

3. 性別

4. 連絡先

エネルギー 政策に関する意見箱

（企業・団体としての意見の場合は、企業・団体名）

一

（企業・団体としての意見の場合は、記入不要）

No.193 
2018/04/21 10:29:08 

年代(10代以下/ 20代/ 30代/ 40代/50代160代/ 70代/ 80代以上）を選択
70代

（企業・団体としての意見の場合は、記入不要）
男性 ・

（企業・団体としての意見の場合は、部署名、担当者名を「住所l欄に併記）
住所
常話番号
FAX番号
メ ールアドレス：

5. 御意見及び
1

意見：現在の世論を見ると、原発推進派• 原発反対派共に、論理的な議論よりは感情
その理由 的な議論が中心となっており、なかなか収倣して行かない様である。そして更に、日

本の文化の中で、リスク管理と言うものに真面に向き合って来なかったので、福島原
発事故にまで繋がってしまったのである。この傾向は太平洋戦争当時から続いている
日本の文化と言っても良いものである。やはり文系づ理系を総合して、国家の長期的
な発展を考えて、知性的・論理的な議論を行い、シッカリした対応を考えて行くべき
である。

理由：この世界は、リスクの固まりであり、どう対処すべきかは重要な課題である。
現在の原発は、戦後にウラン型にするかトリウム型にするかの議論の中で、爆発性が
あり爆弾としても使えるウラン型の採用となったのである。現在の様な平和な時代に
は、爆発性がなく資源埋I巌祉としても、ウランの数倍あると言われているトリウム型
の採用について、今後の課題として技術閲発に真剣に取り組んで行きたいものであ
る。老朽化したウラジ型原発を引き続き運転して行くことは、リスクが大きいので、
世界的にも検討が進んでいるトリウム型原発に対して、貝体的な研究開発から技術開
発そして建設まで、�I本の国家としての支援も重要な課題である。

（参考文献）

資料３
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